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地殻内の温度・圧力条件での岩石の電気伝導度特性の研究は地球深部鉱物の電気伝導度測定に比較して、実証

的実験が少ない。地殻内岩石は多数の複雑な鉱物で構成されており、その電気伝導度メカニズムがよく解明されて

いないのがその理由である。しかしながら、電気伝導度測定前後で岩石試料を定性的かつ定量的に精査することに

より、一義な岩石の電気伝導度を決定し、鉱物学的なキャラクタリーゼーションも可能になる。又、電磁気観測な

どから推定した地殻の岩石電気伝導度データと比較することにより、相互の電気伝導度データの検証が可能になる。

地殻の電気伝導度構造を正確に見積もる事からは、その地域のテクトニクスを解明することができる。本研究では、

肥後変成帯の片麻岩の電気伝導度測定をおこなった。岩石試料は細粒で鉱物の分布に偏りのないものを選択し、超

音波加工機で成型した。この岩石試料が存在した地域の変成作用の温度圧力条件は 750～900℃、4.5～7.5Kb と推

定されており、大部分は低圧高温型の変成作用を受けた経歴を残している（吉村 他、1992）。その為、電気伝導

度測定は 1000K、1GPa までの物理条件を目標に地殻中部―下部地殻に相当する温度・圧力条件でおこなった。実際

の測定では、Function Generator 及び参照抵抗を試料に対して直列に配し、２台の Digital Multi-meter により

参照抵抗及び試料の電圧を測定した。印加電圧は 1Vp-p から 5Vp-p まで変化させた。測定周波数は 0.01Hz で行い、

背景雑音の影響がないように常時監視した。岩石電気伝導度は、加温・加圧後に回収した試料サイズを測定した後

に算出した。実験では、500-1000K の地殻中部―下部地殻に相当する温度領域において安定的な電気伝導度測定が

可能であった。又、１、２、４、８時間の長時間電気伝導度測定に伴うデータ変動を検証した。電気伝導度データ

は数パーセントの極めて安定した値を示すことが確認された。本講演では岩石電気伝導度データの信頼性の検証結

果や電磁気観測から得られた九州地域の地下電気伝導度構造との対比についても言及する。 

 


